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令和２年度 砺波市行政改革庁内会議

提案型事業評価・職員提案検討部会 報告書

第１ 提案型事業評価

１ 調査・検討

令和２年度の行政改革推進本部で決定された当該年度の検討対象事業（２件）

について、調査・検討を行った。検討に当たっては、所管課から提出された詳

細調書に基づき協議を進め、「取組年度」、「今後の方向性」及び「意見」を中

心に調査・検討を行った。その結果について、以下のとおり取りまとめた。

（別紙１参照）

２ 取組年度

今年度から取り組むもの ２件

（実際に改善等を行う時期ではなく、取組み始める年度を指す）

３ 今後の方向性及び意見（取組年度別）

各事業に対する今後の方向性及び意見については、次のとおり。

(１) 令和２年度から取り組むもの ２件

ア 高齢者入浴施設等利用券配布事業

【今後の方向性】 縮 小

【意 見】

段階的に縮小を行う。施設の利用実態の把握に努め、外出支援の代替

事業案や事業名の変更等を検討すること。

イ 道路維持管理事業における ICT の利活用

【今後の方向性】 改 善

【意 見】

積雪と浸水については、区別して検討すべき。内容について更に精査

し、目的・手法を明確にした上で、引き続き検討及び改善すること。

資料４
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第２ 職員提案

１ 職員提案の調査・検討

行政改革・事務改善に関する職員提案の自由提案に加え、課題提案として、

「業務のスリム化」を募集したところ、全部で２２件(昨年４１件)の提案が

あった。全ての提案毎に、それぞれ関係する課の意見等について情報収集を行

い、実施の適否、実施時期、担当課等について検討を行った。その結果につい

て、以下のとおり取りまとめた。

(１) 今年度から取り組むもの ２件

(２) 担当課等の検討及び調査後、翌年度中の実施に向け取り組むもの １件

(３) 今後引き続き担当課等において検討するもの ０件

(４) 実施済みのもの ４件

(５) 実施しないもの １３件

(６) その他 ２件

計 ２２件

２ 調査・検討の結果

職員提案に対する部会員の主な意見の概要は次のとおりである。

(１) 今年度から取り組むもの ２件

ア 各課における郵便物集計の精度向上による事務の効率化

⇒ 郵便物に対する各課の意識や知識向上を図り、関係職員の事務軽減

を目指し、実施すること。

イ 庁内電子掲示板（ＮＩコラボ）の在席情報等の表示による決裁事務の効率化

⇒ 庁内電子掲示板（ＮＩコラボ）の活用について、周知徹底を図ること。

(２) 担当課等の検討及び調査後、翌年度中の実施に向け取り組むもの １件

ア 過去の職員提案の公表による新たな提案の促進

⇒ 提案した個人が特定できるような記載を削るなど、記載事項に留意

し、実施を検討すること。

(３) 今後引き続き担当課等において検討するもの ０件


